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年生 61人が対象となった。内容は、①近代の桐実生産から舞鶴の村名と産物の特徴、②文政

３年（1820）「西国巡礼略打道中記」の古文書読解を通して江戸時代の街道・旅の様子、③田

辺藩各村の文化 10年（1813）「作方年中行事」の正月を比較し、当時の年中行事と村での生

活の実態、④なぜ歴史を進路にしたのか、であった。いずれもこれまでのＡＣＴＲ研究の成果

を活かし、舞鶴地域の特徴的な史料・テーマを取り上げた。また授業は、講義よりも大学生と

高校生のワークショップに重点を置き、サークルなどの大学生活を語るなど様々な交流ができ

た（写真 3）。

５.　井上家文書調査

　ＡＣＴＲの目的の一つに世代間交流があるが、その実践として 2016 年 12 月から文化情報

学ゼミと舞鶴市郷土資料館・舞鶴地方史研究会と協同で文書を調査している（写真 4）。近世

近代の余部上地区の井上家文書は、約 3600 点の庄屋・戸長文書である。今年度は 10〜２月

に調査を実施している。写真撮影・ラベル・目録作成が終了しており、目録を刊行予定である。

また同家文書の山論関係文書を、文化情報学実習において解読した。

写真１　藩校サミットのゼミブース

写真４　舞鶴地方史研究会と調査

写真２　ゼミ活動紹介の様子

写真 3　東舞鶴高校の授業
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舞鶴の文化遺産の活用・デザイン編集
濵本めぐみ

１.　パンフレット製作の経緯

　本パンフレットは、地域貢献型特別研究 (ACTR)「丹後地域の高大連携、世代間交流を核と

した文化遺産活用」( 研究代表東昇 ) の事業の一つとして製作したものである。目的は、2013

年から継続している舞鶴市教育委員会・舞鶴地方研究会他と連携して行った調査の成果を多く

の方に周知するためである。完成したパンフレットは、2018 年 9 月 29 日（土）に舞鶴市総

合文化会館で開催された第 16 回全国藩校サミット舞鶴大会にブース出展した際や、東舞鶴高

校で高大連携授業を行った際に配布した。

２.　製作過程と内容

　パンフレットは、A4 三つ折 6 ページ、発行部数 2000 部である。表面は主に課外調査や大

学での実習など文化情報学ゼミの活動について、内面は ACTR の調査成果報告の概要を掲載し

ている（図 1・２）。8 月下旬から作り始めて完成に約 3 週間を要した。製作にあたって手書

きした箇所もあるが、主に Illustrator や Photoshop を用いている。舞鶴幼稚園、堂奥・多門院「山

口神社の祭礼行事」、多門院区有文書、幕末明治期の加佐郡における桐実生産、成生村の漁業

争論、田辺藩の将軍への献上品の 6 つのコラムをゼミ生で分担して執筆、掲載した。

３.　表紙のデザイン

表紙にはたくさんの紋があるが、その中には実際に舞鶴に関係する大名の家紋もある。上

から 2 段目右から 2 番目の家紋は京極家家紋で、その下にあるのが細川家家紋、さらにその

右側にあるのが牧野家家紋である。それ以外の紋は、波や波紋といった海を連想させるもの

をデザインして作り上げた。下から 2 段目右から 2 番目の赤色の紋は、舞鶴市の市章である。

またパンフレット全体の色味は舞鶴の海を連想させる青を基調としている。

４.　舞鶴幼稚園のパンフレット及びパネル製作、その他の活動

　本パンフレットの中で舞鶴幼稚園を紹介しているが、1884 年に開園した舞鶴幼稚園に伝え

られた資料が 2017 年に舞鶴市の有形文化財に指定された。それにちなんで、幼稚園の歴史や

所蔵資料を紹介するパンフレットや展示用パネルも製作した。また、文化情報学ゼミには「半

木屋文蔵」というキャラクターがいるのだが、その兄弟という設定で「青ぶん」「赤ぶん」と

いうキャラクターを考えた（図３・４）。青ぶん、赤ぶんはそれぞれ青の舞鶴、赤の舞鶴にち
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なんで名付け、青ぶんは船、赤ぶんは赤レンガをモチーフにした。

　その他、今年度、本大学の学生が企画した「府大生∞歴彩館　コラボで探る京都学」では、

企画展示用のパンフレットを製作した。また、発掘調査の際に出土した瓦のレプリカに色付け

をするなど、舞鶴のパンフレット以外にも文化遺産の活用、デザイン編集に携わっている。

図 1　「舞鶴の歴史アラカルト」表面

図２　「舞鶴の歴史アラカルト」内面

図３　青ぶん 図４　赤ぶん
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京都文化博物館総合展示
「古社寺保存法の時代」への企画協力

安江範泰

１.　展覧会の企画趣旨と企画メンバー

　歴史学科は、2016 年度より京都文化博物館の文化財関連展示企画に協力を行っている。今

年度は総合展示「古社寺保存法の時代」展に協力した（会期：2019 年 1月 5日～ 3月 3日、

主催：京都府・京都文化博物館）。本展示は、1897 年（明治 30）に成立した古社寺保存法に

注目するもので、我が国の文化財保護行政の出発点としての同法の歴史的意義を確認し、今後

の文化財保護の方法を問いかける画期的なものであった。

　展覧会の企画は、森道彦氏（京都文化博物館学芸員）、中野慎之氏（京都府教育庁指導部文

化財保護課）が主導し、本学歴史学科からは横内裕人氏（教員）、薮内衿子（M1）、荒井陸人、

北波正宏、中江瑛、阪東寛之、森本雅崇、安江範泰、山内奏慧、山中真琴（以上 3回生）、鈴

木更紗、竹河果穂（以上 2回生）が協力した。

２.　歴史学科の協力内容

協力内容の１つ目は、図録に掲載する年表作成と解説の分担執筆である。年表は、京都府立

総合資料館編『京都府百年の年表』（1970-72 年）から関連事項を抽出して作成した。図録の

解説は、京都府立京都学・歴彩館などが所蔵する行政文書にあたり、その内容の翻刻と要約、

先行研究の参照を経て執筆した。

2つ目は、展示作業や展示パネル作り、シンポジウム開催への協力である。展示作業では委

託業者や学芸員の仕事を見学しつつ、それを部分的に補助した（展示替作業、撤収作業にも参

加）。またシンポジウム「宝物と政権の歴史的諸相」（1月 6日開催）でも、準備・運営に協力

した。

3つ目は、展示会場でのギャラリートークの実施（1月 20日、2月 17日、同 24日、3月 3日）

である。院生・学生は、図録解説を担当した史料を中心に、展示の内容を来館者に分かりやす

く伝えた。

本展覧会への協力を通じて院生・学生は、

文化財保護行政の成り立ちやあり方について

考えるだけでなく、学芸員の業務の一部にも

触れることができた。

写真１　展示協力の様子




